
 １２月３１日（大晦日）
 ２３時４５分～２４時３０分頃
・ミニ年越しそば（限定５０食）
　　　         をご用意しております。
 おみくじ100円・子どもおみくじ無料 
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三
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三
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十
三
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忌

七
回
忌

三
回
忌

一
周
忌

公式LINE

＊毎月一日は曜日が
　　　　　　　違います。
ご都合がつく月に
　どうぞお参りください。

トイレ改修

ご法事や葬儀、祈願などのお申し込みは、お電話・ホームページ・LINEから
受け付けております。　

毎月1日　9:00〜
(8月1日は6:00〜)
＊1月1日も
             行っております

觀 音 寺 だ よ り
令和8年（2026）1月１日

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
様
が
無
事
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
総
代
会
や
婦
人
会
を
は
じ
め
、
檀
信
徒
の
皆
様
方
に
は
、

観
音
寺
の
美
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
戦
後
八
〇
年
と
い
う
重
要
な
節
目
で
し
た
。
辛
い
思
い
出
や
、

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
さ
れ
た
方
々
が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
世
界
は
無
常
で
す
。

辛
い
こ
と
も
受
け
入
れ
、
前
に
進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
四
苦
八
苦
に
つ
い
て
、

一
説
に
は
四
×
九＝

三
十
六
、
八
×
九＝

七
二
と
さ
れ
、
こ
れ
ら

を
足
す
と
百
八
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
煩
悩
の
数
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

苦
し
み
の
中
で
こ
そ
、
楽
し
さ
や
幸
せ
を
考
え
る
こ
と
が
光
明
、

す
な
わ
ち
仏
さ
ま
の
光
と
な
り
ま
す
。

大
晦
日
に
除
夜
の
鐘
を
つ
く
の
は
、
苦
し
み
や
煩
悩
を
取
り
除
き
、

清
ら
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
儀
式
で
す
。

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
観
音
寺
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
は
四
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、

総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
へ
の
団
体
参
拝
が
あ
り
ま
す
。
ご
先
祖
様
や

お
浄
土
に
お
還
り
に
な
っ
た
方
々
を
思
い
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
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戸
津
説
法
に
て

令
和
八
年
午
年
元
旦

弘
誓
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観
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圓
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天台宗弘誓山観音寺
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所在地：〒709-4332　岡山県勝田郡勝央町植月東895

電　話：0868-38-2488　FAX：0868-38-6999

サイト：https://www.kannonji-guzeizan.com/
観音寺HP

大晦日～元日　護摩堂に於いて
 不動明王護摩祈祷を行います。
各種祈願
（交通安全・身体健全・疫病退散・合格祈願等）
受付けております。
除夜の鐘にお参りの際には護摩木のご用意が
ありますので護摩堂の方へも是非お参り下さい。

修正会厄除け護摩祈祷

(ごまきとう)

除夜の鐘について除夜の鐘について除夜の鐘について

事業報告　　　

天台宗弘誓山観音寺

観音寺だより

※戸津説法（とづせっぽう）とは
　毎年8月21日から5日間にわたって比叡山麓の東南寺
で行われる、天台宗にとって重要な行事のひとつです。
　伝教大師最澄が民衆に法華経の教えをわかりやすく
説くために始めた説法で、
　平安時代から1200年余り続く伝統の講説です。 

一日参り

団体参拝

駐車場白線の引き直し

夏休み坐禅体験会

　令和7年7月30日〜8月1日の3日間、「3日坊主」をテーマに、
第3回夏休み坐禅体験会を実施いたしました。
　お子さまと大人の方を含め、総勢31名に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご参加いただきました。
　1日目、2日目はラジオ体操と坐禅体験、
最終日には暁天坐禅と朝粥で、僧侶の食事作法（じきじさほう）も
体験していただきました。　
　今年も夏休み坐禅体験会を開催予定しております。
どなたでもご参加いただけます。初めての方も大歓迎です。
今年の夏も、坐禅で心身を整えてみませんか？
皆様のご参加を心よりお待ちしております。 　令和7年4月9日（水）に、第5部団体参拝旅行が日帰りで開催いたしました。

　姫路の書写山圓教寺に参拝し、特別回向を修行いたしました。
　その後、灘菊酒造で酒蔵見学と昼食をいただき、
好古園を散策し帰路につきました。
　今年度（令和8年度）は、4月27日（月）〜 28日（火）の一泊二日で、
本山・比叡山延暦寺へ参拝いたします。
詳細につきましては、別途お配りしておりますチラシをご確認ください。
どうぞこの機会にお申し込みのうえ、
　　　　　　　　　　　　ご参加くださいますようお願いいたします。

かねてよりご要望のありました施設整備として、
以下の事業を実施いたしました。
　1.屋外トイレの改修および多目的トイレの増築 
　参拝者の皆様に快適にご利用いただけるよう、
　屋外トイレの改修工事を行うとともに、多目的トイレを
　増築いたしました。
　2.駐車場白線の引き直し
　長年の使用により薄れていた駐車場の白線を引き直し、
　安全にご利用いただけるよう整備を完了いたしました。

圓教寺　本堂
（摩尼殿）

特別回向の様子

ラジオ体操

食事作法

坐禅体験

ミニワークショップの様子

坐禅の様子

七夕飾り

松ぼっくりのお飾り 折り紙の彼岸花

※ご法事の予約はなるべく早めにご連絡ください。
休日はご希望の日時が取れないことがあります。 TEL　0868-38-2488



【比叡山延暦寺 1200年の伝承「不滅の法灯」
　　　　　　　　　　　　　　奉安と天台声明の調べ】
　令和7年7月24日（木）に大阪・関西万博にて
開催された『滋賀県デイ～びわ湖サマークルーズ』に
おいて、上記行事が行われました。
　伝教大師最澄1200年の魅力交流委員会の一員として、
総勢40名の僧侶が「不滅の法灯」の奉安と天台声明の
公演を執り行い、当山の副住職もその一員として、
　　　　　　　　　　　　　　　　参加いたしました。
　

【終戦80年 第21回『戦没者慰霊・世界平和の祈り』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天台宗平和祈念法要】
終戦80年を迎えるにあたり、
第21回『戦没者慰霊・世界平和の祈り』天台宗平和祈念法要が、
令和7年7月14日（月）、広島平和記念公園内原爆供養塔前にて
厳粛に執り行われました。
　特別ゲストとして歌手の麻倉未稀様がご詠歌などを奉納され、
岡山教区各地から僧侶、寺族、檀信徒が一堂に会し、
戦没者慰霊と世界平和を祈念いたしました。
　当観音寺からは、住職・寺庭婦人が参列いたしました。

　終戦から80年が経過した今、平和への祈りを
絶やしてはなりません。
戦争は人の命をあまりにも容易に奪い去ります。
世界各地で争いの火種が拡大する中、私たちは未来のために、
平和を祈り続ける必要があります。

お焚き上げ・送り火

　令和7年8月15日午後7時より、
古墳広場におきまして、お焚き上げ・送り火を
厳粛に執り行いました。
　当日は、皆様からお預かりいたしました、
盆の供物、お札、卒塔婆をはじめ、これまで
大切にされてきた品々に感謝の思いを込めて
丁寧に供養いたしました。
　また、併せて、家内安全、無病息災、
疫病退散、福寿増長など、
皆様のご多幸と安寧を心より祈念いたしました。

仏教婦人会総会

法嗣　嗣円(しえん）
初お勤め

秋の総会

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　檀家の皆様には、平素より観音寺の行事にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　平成28年（2016年）の本開扉以降、本堂、客殿、庫裏の改修を計画して
おりましたが、資金不足のため客殿の改修を中開扉に合わせて行うこととし、
現在までに6,200万円の資金を準備してまいりました。本開扉より早くも9年が
経過し、早急に中開扉の準備を進める必要があります。
　本年度は、以前よりご要望のありました参拝者のための多目的トイレの設置と、
客殿の改修計画に向けた設計委託を実施いたしました。前期総代会におきましては、
客殿改修計画についてご説明したいと考えております。
　また、昨年度仏教婦人会長様より参加要請のありましたお寺周辺の環境整備に
つきましては、3月から11月までの毎月第2土曜日の午前8時から午前10時まで、
総代を3班に分け、継続的に実施いたしました。今後は、檀家の皆様の幅広い
ご参加を期待しております。
　2026年が皆様にとりまして、素晴らしい一年となりますことを念じ、
年頭のご挨拶とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　合　掌

仏教婦人会長挨拶    
新年あけましておめでとうございます。

　日頃より皆様には、ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

　昨年は、春・秋の総会に加え、年間7回の掃除奉仕活動を行いました。

春のお楽しみ会では、美作警察署様より「詐欺について事例と対策」、副住職様より「墓じまい」に

ついてのお話を伺い、大変勉強になりました。日頃から心がけておきたい重要な内容でした。

　秋のお楽しみ会では、石塚先生による「健康体操」を実施していただきました。 先生の心温まる

会話と体操で、心と体がほぐされ、癒され、笑いありの楽しい時間を過ごすことができました。 

時間が足りず、続きがあるとのことでしたので、次の機会にぜひ期待したいと思います。

　昨年の気象異常は、例年以上に観測史上一番の暑さや、世界中で大きな災害が発生するなど、

異常な年となりました。 私たちは、自分にできる日頃の準備（備え）が必要となっています。

本年も、皆様にとってよりよい年でありますよう心よりお祈り申し上げます。

合　掌　

仏
教
婦
人
会
長
　
小
原
　
邦
子

観音寺仏教婦人会
会　長　小原　邦子
副会長　廣幡　恵子
副会長　竹久　佳代子
会　計　福田　忍

春の総会

花まつり
　毎年旧暦の4月8日に
「花まつり」を行っております。
 昨年は植月保育園の子どもたちが
元気に参拝に来られました。
小さな手で一生懸命にお釈迦様に
甘茶をかける姿は
    とても微笑ましく、
          明るい雰囲気に包まれました。

　
こ
の
度
皆
様
と
の
心
の
交
流
の
場
と
し
て
、

仏
教
コ
ラ
ム
「
ま
あ
る
く
て
ら
す
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
仏
様
の
慈
悲
の
心
の
よ
う
に

ま
あ
る
く
、
皆
様
の
暮
ら
し
の
一
隅
を
優
し
く
て
ら
す
よ
う
な
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
言
葉
を
綴
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
ご
法
事
や
お
墓
参
り
で
私
た
ち
が

唱
え
る
、
あ
の
不
思
議
な
リ
ズ
ム
の
お
経
に
つ
い
て
で
す
。

「
オ
ン
・
ア
ボ
キ
ャ
・
ビ
ロ
シ
ャ
ナ
・
マ
カ
モ
ダ
ラ
・
マ
ニ
・

        　

 

ハ
ン
ド
マ
・
ジ
ン
バ
ラ
・
ハ
ラ
バ
リ
タ
ヤ
・
ウ
ン
」

　こ
れ
は
「
光
明
真
言
（
こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん
）」
と
呼
ば
れ
る
、

と
て
も
大
切
な
お
経
で
す
。

遠
い
昔
か
ら
伝
わ
る
救
い
の
光

　
こ
の
光
明
真
言
は
、
今
か
ら
千
年
よ
り
も
っ
と
前
、
お
釈
迦
様
の

国
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
中
国
へ
、

そ
し
て
海
を
渡
っ
て
日
本
へ
と
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
が
、
こ
の
言
葉
を

大
切
に
守
り
、
祈
り
を
込
め
て
き
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
大
切
に
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
、
こ
の
短
い
言
葉
に
、
私
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
「
大
き
な
太
陽
の
仏
さ
ま
」（
大
日
如
来
）
の

力
が
、
そ
の
ま
ま
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

苦
し
み
を
照
ら
す
仏
さ
ま
の
慈
悲

　
こ
の
真
言
が
も
つ
一
番
大
き
な
意
味
は
、「
光
」
で
す
。

　
太
陽
が
暗
い
夜
や
厚
い
雲
を
照
ら
し
払
う
よ
う
に
、

こ
の
仏
さ
ま
の
光
は
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
あ
る

「
苦
し
い
気
持
ち
」
や
「
不
安
」
と
い
っ
た
、
す
べ
て
の
闇
を

取
り
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
仏
教
で
は
、
真
心
か
ら
こ
の
光
を
信
じ
る
だ
け
で
、

そ
の
大
き
な
救
い
が
必
ず
得
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
方
へ
の
供
養
の
時
、
こ
の
真
言
を

唱
え
る
こ
と
で
、
光
が
故
人
様
の
元
へ
届
き
、

安
ら
か
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
願
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
生
き
て
い
る
間
も
、
こ
の
言
葉
を

口
に
す
る
だ
け
で
、
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
晴
れ
て
安
心
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
仏
さ
ま
の
大
き
な
温
か
さ
を
信
じ
て

お
唱
え
く
だ
さ
い
。
こ
の
光
は
、
必
ず
あ
な
た
の
心
に
も
届
き
、

毎
日
を
明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

心
の
安
心
を
い
た
だ
く
「
光
明
真
言
」

EXPO2025 大阪・関西万博 一隅を照らす運動

総代会境内整備・婦人会清掃奉仕の様子

第
一
回

観音寺だより

　　総代会長挨拶

観音寺檀信徒総代会
会　長　竹久　保
副会長　丸尾　正己
副会長　青木　茂

総
代
会
会
長
　
竹
久
　
保

観音寺だより

まあるくてらすまあるくてらす

花まつりには、
どうぞ
ご来寺ください

副住職仏教コラム

観
音
寺
副
住
職

　
　
間
庭
　
円
照

水子供養

御詠歌

講師の石塚先生

健康体操の様子

副住職のお話の様子

美作警察署のお話の様子

EXPOホール「シャインハット」

8月31日に2歳を迎えた法嗣　嗣円。
翌9月1日のついたち参りにて、
初めて法衣をまとい、
皆様とご一緒にお勤めを
　　　　　　　　　いたしました。

こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん

副住職

古墳見学授業仏法興隆花まつり　千僧法要

令和7年6月26日、
植月北小学校の6年生が授業の一環として
来山されました。目的は、境内にある
「植月寺山古墳」の見学です。 
13年前から続くこの学習会では、
住職の話を聞くだけでなく、実際に古墳に
登るのが恒例となっています。
 子どもたちは住職の説明を熱心に聞き、
自分たちの足で古墳の大きさを
　　　　　　　　　　体感していました。

令和7年5月26日、奈良県東大寺において
「仏法興隆花まつり 千僧法要」が厳修され、
当山より副住職が出仕いたしました。
　数百名に及ぶ諸宗派の青年僧と共に、
天台宗からは全国より51名の青年僧が
一堂に集い、
世界平和のために
                             祈りを捧げました。

宗派を超えた大勢の僧侶が共に
読経する姿、
それを見守る多くの
参列者の姿は、さながら天平の
大仏開眼供養を彷彿とさせる、
非常に荘厳な光景でした。

ほっし


